
'86克雪・利雪産業技術見本市

1月17日(金)'""19日(日)

最新の除雪機械や雪に係る生活

用品等を一堂に集めたi'86克雪・

利雪産業技術見本市」が富山産

業展示館(テクノホール)で開

催されました。
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サ
ル
と
の
出
会
い

人
と
の
出
会
い

赤
座

久
明

黒
部
川
の
流
域
に
は
、
野
生
の
二

ホ
ン
ザ
ル
が
住
ん
で
い
る
。
雪
が
降

る
と
黒
部
川
の
河
原
近
く
へ
や
っ
て

来
て
、
こ
こ
で
越
冬
す
る
の
で
、
冬

は
野
生
の
サ
ル
を
観
察
し
や
す
い
季

節
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
め
っ
ぽ
う
寒

が
り
の
私
で
も
里
山
ま
で
雪
が
降
リ

て
く
る
と
、
子
供
の
よ
う
に
う
れ
し

く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
う
れ
し

い
理
由
が
も
う

一
つ
あ
る
。
大
学
時

代
の
四
年
間
を
富
山
で
過
ご
し
、
今

は
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
で
暮
ら
し
て
い

る
仲
間
達
が
、
ま
る
で
サ
ル
の
群
れ

の
よ
う
に
雪
の
中
を
宇
奈
月
温
泉
に

集
ま
っ
て
く
る
の
だ
。

サ
ル
の
朝
は
遅
い
。
ま
だ
薄
暗
い

夜
明
け
の
道
を
急
い
で
や
っ
て
来
た

の
に
、
き
の
う
の
夕
方
入
っ
た
泊
リ

場
の
雑
木
林
は
静
寂
そ
の
も
の
だ
。

尾
根
筋
に
朝
日
が
差
し
、
光
が
山
腹

を
下
リ
、
黒
部
川
の
谷
底
を
照
ら
し

始
め
る
の
は
、
も
う
九
時
に
近
い
頃

で
あ
る
。
く
り
返
し
双
眼
鏡
で
見
て

い
る
と
少
し
ず
つ
形
が
変
わ
る
の
で
、

か
ろ
う
じ
て
サ
ル
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
く
ら
い
に
、
ま
る
で
木
の
株

の
よ
う
な
固
ま
り
が
い
く
つ
か
は
見

え
る
の
だ
が
、
五
十
頭
近
い
大
き
な

群
れ
の
存
在
感
が
ま
る
で
無
い
。

十
一
時
。
サ
ル
の
行
動
観
察
に
少

々
飽
き
て
き
た
頃
、
上
空
を
イ
ヌ
ワ

シ
が
舞
い
始
め
た
。
黒
部
川
の
流
域

に
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
に
よ
く
会
え
る
ポ

イ
ン
ト
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
こ
は
、

き
っ
と
上
昇
気
流
が
発
生
し
や
す
く
、

長
い
間
風
に
乗
っ
て
い
ら
れ
る
場
所

で
、
近
く
の
岩
壁
に
は
き
っ
と
巣
.
か

あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ

て
く
れ
る
友
人
の

一
人
は
、
今
日
は

私
よ
り
ず
っ
と
上
流
ヘ
観
察
に
向
か

っ
た
が
、
彼
も
き
っ
と
ど
こ
か
で
こ

の
ワ
シ
を
見
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

イ
ヌ
ワ
シ
の
姿
に
わ
き
目
を
振
っ

て
い
た
ら
、
山
の
斜
面
全
体
に
サ
ル

が
広
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
雪
が

少
な
く
地
面
が
露
出
し
て
い
る
と
き

に
は
、
落
葉
を
か
き
分
け
て
ブ
ナ
の

実
や
ス
ス
キ
の
芽
を
探
す
が
、
雪
の

日
が
何
日
も
続
く
と
サ
ル
の
餌
は
、

樹
皮
や
枝
先
の
冬
芽
に
限
定
さ
れ
る
。

そ
う
い
う
餌
は
雑
木
林
全
体
に
散
ら

ば
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
思

い
思
い
の
木
に
登
リ
、
自
由
に
食
べ

て
い
る
。
農
耕
が
始
ま
る
以
前
の
時

代
、
私
達
の
祖
先
の
採
集
生
活
も
ま

た
、
こ
の
よ
う
に
自
由
に
分
散
し
た

ゆ
る
や
か
な
集
団
行
動
が
基
本
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
勝
手
な

空
想
に
ふ
け
る
の
も
楽
し
み
の
一
つ

だ。
昼
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
陽
差
し
.
か

強
く
な
っ
て
き
た
。
サ
ル
.
か
い
る
左

岸
の
斜
面
が
白
く
輝
い
て
ス
ク
リ
|

一
方
、
私
が
腰
を
お

ン
の
よ
う
だ
。

ろ
し
て
い
る
右
岸
は
相
変
わ
ら
ず
の

日
陰
で
、
吐
く
息
が
白
い
ま
ま
で
あ

る
。
サ
ル
た
ち
は
ス
ク
リ
ー
ン
の
中

で
、
ち
ょ
っ
と
の
問
居
眠
リ
を
し
、

ま
た
食
べ
は
じ
め
る
。
単
調
な
観
察

が
夕
暮
れ
ま
で
続
く
。

こ
の
よ
う
な
、
筋
書
き
も
、
見
せ

「
富
山
ヘ
来
る
と
、
ず
い
ぶ
ん
お
し

場
も
無
い
野
生
の
ド
ラ
マ
の
中
に
、

よ
う
や
く
文
脈
が
見
え
て
き
た
頃
、

二
週
間
の
調
査
が
終
わ
る
。

ゃ
べ
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
」

冬
の
黒
部
川
は
、
人
と
自
然
が
出

会
い
、
友
と
友
が
出
会
う
場
で
あ
る
。

正
月
を
黒
部
の
谷
で
過
ご
し
、
郷

里
ヘ
帰
る
友
人
の
一
人
が
言
っ
た
。

日
本
ザ
ル
研
究
家
)

富
山
県
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
に
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
、
全
国

で
初
め
て
の
総
合
雪
対
策
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
条

例
に
基
づ
い
た
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
の

計
画
は
、
「
雪
に
強
い
、
い
き
い
き
富
山
L

の
創
造
を
め
ざ
し
、
県
・

市
町
村
・
県
民
が
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に

「雪
」
と
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
(
基
本
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

を
ご
覧
く
だ
さ
い
)
。

前
全
国
克
雪
・
利
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

雪
に
関
し
同
じ
問
題
意
識
を
も
っ

全
国
の
方
々
に
呼
び
か
け
、
こ
れ
か

一
月
号

ら
の
雪
国
社
会
の
あ
り
方
と
克
雪

・

タ

l
の
辺
見
じ
ゅ
ん
氏
の
招
待
講
演

と
、
「
利
雪
・親
雪
時
代
を
い
か
に
拓

く
か
」
を
テ
l
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

利
雪
対
策
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が

一
月
十
七
日
、
県
民
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
、
「
積
雪
地
域

ま
た
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
合

わ
せ
、
テ
ク
ノ
ホ
l
ル
で
の
克
雪
・利

雪
産
業
見
本
市
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

q 

の
未
来
像
と
県

典
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

冬
は
、
ス
キ
l
場
が
大
賑
い
。
県
下
の
各
ス

さきのイベントヨコラカルト

民
条
例
の
め
ざ

、E
H
H

a一勿↓

キ

l
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
こ
ら
し
た
多

キ

彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
め
じ
ろ
押
し
。

ス

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場
で
は

一
月
十
五
日

4Hα

、Y

に
、
ゴ
ン
ド

す
も
の
」
と
題

す
る
中
沖
知
事

の
特
別
講
演
、

「
六
十
年
代
の

雪
対
策
、
施
設

ラ
誕
生
祭
が

の
方
向
」
と
題

行
わ
れ
ま
し

た
。

す
る
建
設
省
の

二
月
二
十
二

杉
山
好
信
氏
の

講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
午
後
か

二
十
二
百
に

は、

雪
の
祭

ら
は
、
県
イ
メ

ー
ジ
デ
ィ
レ
ク



〈
宇
奈
月
町
〉

富
山
県
内
の
各
市
町
村
で
は、

雪
を

克
服
し
よ
う
と
い
ろ
ん
な
雪
対
策
の
装

置
を
設
け
て
い
ま
す。

今
回
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に

宇
奈
月
は
温
泉
の
町
、
そ
こ
で
旅
館

や
ホ
テ
ル
で
使
っ
た
温
泉
の
廃
湯
を
利

用
し
た
ロ

l
ド
ヒ

l
テ
ィ
ン
グ
で
雪
を

合
わ
せ
こ
れ
ら
の
ユ
ニ

ー
ク
な
装
置
を

溶
か
そ
う
と
い
う
も
の
。

見
学
す
る
雪
対
策
研
修
パ
ス
が
走
り
ま

し
た
。
こ
の
誌
上
で
も
、
こ
の
パ
ス
コ

ー
ス
に
添
っ
て
こ
れ
ら
の
装
置
を
概
観

し
て
み
ま
し
ょ
、
っ
。

各地の動き克雪対策、
〈
井
波
町
〉

ホ
テ
ル

・
旅
館
か
ら
で
る
廃
湯
を
熱

交
換
機
付
タ
ン
ク
に
集
中
し
、
地
表
に

埋
設
し
た
ヒ

l
ト
パ
イ
プ
中
の
水
と
熱

交
換
を
行
い
、
道
路
面
を
温
め
雪
を
溶

か
し
ま
す
。

〈
富
山
市
内
〉

富
山
大
学
前
の
歩
道
二
百
十
五
以
に

は、

地
熱
を
利
用
し
て
歩
道
上
の
雪
を

溶
か
す
ヒ

l
ト
パ
イ
プ
型
消
雪
装
置
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

パ
イ
プ
の
中
の
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
が
、

地
下
九

M
の
地
熱
で
気
化
さ
れ
上
昇
し
、

地
表
で
雪
を
溶
か
し
た
後
、
液
化
し
地

下
に
流
れ
、
再
び
地
熱
で
気
化
す
る
、

こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

hv
流
雪
溝
と
し
て
利
用
さ
れ
る

ス
ノ

l
レ
ス
都
市
下
水
路

(井
波
町
)

が
上
が
り
、
流
雪
溝
と
し
て
利
用
が
で

き
ま
す
。
反
対
側
の
通
路
は
、
流
雪
に

よ
る
閉
塞
が
あ
る
か
ど
う
か
の
点
検
作

業
等
に
使
い
ま
す
。

ま
た
、
消
流
雪
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

山
腹
に
二
基
の
消
流
雪
貯
水
槽
を
設
置
、

都
市
下
水
路
は
主
と
し
て
市
街
地

内
の
雨
水
排
除
を
目
的
と
す
る
幅
の
広

い
水
路
で
す
が
、
流
雪
溝
と
し
て
利
用

す
る
に
は
水
位
が
低
く
う
ま
く
い
き
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
こ

の
町
の
ス
ノ

l
レ
ス
都
市
下
水
路
。

併
せ
て
一万
三
千
ト
ン
の
水
を
確
保
し
、

本
の
都
市
下
水
路
の
中
央
に
仕
切
り
の

壁
を
設
け
二
本
の
通
路
を
作
り
、
そ
の

積
雪
時
に
は
消
雪
装
置
や
流
雪
装
置
に
導

水
管
を
通
じ
水
を
供
給
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
常
時
に
は
防
火
用
水
に
な
り
ま
す

片
側
の
通
路
に
だ
け
水
を
流
せ
ば
水
位

〈
圧
川
町
〉

こ
こ
は
、
全
国
最
高
水
準
の
消
雪
地

帯
で
す
。
路
上
散
水
市
雪
が
主
で
す
が
、

ポ
ン
プ
を
使
わ
な
い
自
然
流
下
方
式
で
、

一
つ
の
消
雪
系
統
で
パ
イ
プ
が
三
千
六
百

M
と
全
国

一
の
長
さ
を
誇

っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
消
雪
率
と
言

う
点
で
も
全
国

一
で
、
町
内
の
県
道
と

町
道
の
除
雪
必
要
区
間
の
約
四
割
を
消

雪
装
置
で
消
雪
し
て
い
ま
す
。

A地熱を利用して消雪

ヒートパイプ型消雪装置(富山市内)

〈冬
の
ふ
れ
あ
い
市
V

冬のイベントアラカルト

と
じ
こ
も
り
が
ち
な
冬
の
生
活
に
活
気
を
与

え
、
賢
く
明
る
い
暮
ら
し
づ
く
り
に
役
立
て
る

冬
の
マ

ー
ケ

ッ
ト
「
冬
の
ふ
れ
あ
い
市
」
。
す
で

込
ん
で
開
催

に
六
市
町
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
色
を
盛
り

さ
れ
て
い
ま

す
。
二
月
二

十
八
日
に
は

城
端
町
の
西

町
商
庖
街
で

行
わ
れ
ま
す
。

冬のイベント戸ラカルト

2 

〈太
閤
山
ラ
ン
ド
V

一
年
を
通
し
て
利
用
で
き
る
施
設
を
め
ざ
し

て
、
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
今
冬
、
チ
ピ
ッ
コ
ス
キ

ー
場
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
。
ス
キ
ー
や
ソ
リ

滑
り
に
最
適
の
コ

l
ス
で
す
。

な
お
、

二
月
九
日
に
は
冬
季
県
民
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ヨ
ン
大

ム一品「
雪
の
シ

ン
フ
オ
二

l
L

が、

二
月
十

六
日
に
は
、

第
三
国
歩
く

ス
キ

l
フ
エ

ス
テ
ィ
パ
ル

冬のイベントアラカルト

が
行
わ
れ
ま

す
。〈

ス
ケ
l
テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〉

り
ス
ケ
ー
ト
。

ス
キ
!
と
並
ぶ
冬
期
ス
ポ
ー
ツ
は
、
や
っ
ぱ

一
月
十
八
日
、

富
山
ス
ケ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
ス
ケ

l
テ
ィ
ン
グ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
聞
か
れ
、
小
・
中
学
生
等
が
多
数
参
加
し

ま
し
た
。
ま

た、
。フ
ロ
ス
ケ

タ

l
の
渡
部

絵
美
さ
ん
の

模
範
演
技
や

「
絵
美
の
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
」

に
人
気
が
集

冬のイベント戸ラカルト

中
し
ま
し
た
。

〈そこ
れ
ら
の
他
に
も
冬
の
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

の

イ也

3 

一一
月

一
日
に
は
、
県
民
会
館
で
「
雪
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」、一

・
二
日
に
は

「宇

奈
月
温
泉
雪
の
カ
ー
ニ
バ

ル
」
。二
月
二
日
か
ら

十

一
日
に
は
、
「
上
平
雪
ま
つ
り
」、

二
月
八

・九

日
に
は
、

「利
賀
そ
ば
ま
つ
り
」
、
二
月
十
六
日

に
は
、
高
岡
市
で
「
総
合
雪
対
策
公
開
テ
レ
ビ

ン
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
聞
か
れ
ま
す
。



(三)

ふ
る
さ
と
"
つ
く
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
事
業

地
域
住
民
の
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ

う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

青
少
年
、
婦
人
、
高
齢
者
を
対
象
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
事

業
で
す
。

少
年
を
対
象
と
し
た
郷
土
芸
能
「
獅

子
舞
」
の
伝
承
(
黒
部
市
)
、
公
民
館

を
拠
点
と
し
た
少
年
と
高
齢
者
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
(
立
山
町
)

や
若
妻
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

(大
山

町
)
な
ど
各
世
代
に
わ
た
り
活
発
な

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

(四)

ふ
る
さ
と
"
つ
く
り

リ
ー
ダ
ー

養
成
事
業

豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
青
少
年
、

一
般
成
人
、

高
齢
者
を
対
象
に
団
体
指
導
者
を
養

成
す
る
事
業
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
を
知
旬
、
育
て
、
造

る
」
若
者
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
(
高
岡
市
)

一
般
成
人
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
づ

く
り
手
話
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
」
(
婦

郷土の芸能「獅子舞」の歴史を学び、

「ふるさとに伝わる心」としてとらえ、

伝承活動を通して世代間相互の理解を

深め、ふるさとづくりの推進を図る。

ふるさとづくりボランテイア活動事業V

中
町
)
や
、
ふ
る
さ
と
-
つ
く
り
若
い

リ
ー
ダ
ー
養
成
(
城
端
町
)
、
ふ
る
さ

と
づ
く
り
婦
人
リ
ー
ダ
ー
養
成
(
福

岡
町
)
な
ど
地
域
の
実
態
に
合
わ
せ

て
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
者
の
養
成
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

(五)

ふ
る
さ
と

H

つ
く
り

学
習
リ
サ
ー
チ

事
業

市
町
村
の
青
少
年
健
全
育
成
や
婦

企ふるさとづくりリーダー養成事業

手話の技法を学習し、聴覚障害者への

積極的な奉仕活動を行い、明るいふる

さとづくりの推進を図る。

人
の
社
会
参
加
、
高
齢
者
教
育
の
推

進
、
社
会
教
育
施
設
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
具
体
的
な
調
査
研
究
を
行

う
事
業
で
す
。

婦
人
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
の
調

査
研
究
(
滑
川
市
)
、
青
少
年
に
対
す

る
意
識
調
査
と
家
庭
教
育
調
査
(
朝

日
町

・
井
波
町
)
や
、
各
世
代
聞
の

学
習
要
求
調
査
(
八
尾
町

・
平
村
)

な
ど
七
市
町
村
で
調
査
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

(ー)

学
習
ニ
ュ
ー
ス

提
供
事
業

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
態
に
応
じ

て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
に
必

要
な
学
習
ニ
ュ
ー
ス
を
市
町
村
の
住

民
に
、
広
く
お
知
ら
せ
す
る
事
業
で

す
。「

ふ
る
さ
と
づ
く
り
学
習
情
報
」
の

発
行
(
富
山
市
)
、
「
た
か
お
か
学
習

ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
(高
岡
市
)
や
「
こ

し
や
き
ょ
う
L

の
全
戸
配
布

よ
み(福

光
町
)
な
ど
十
七
市
町
村
で
ユ

ニ
l
ク
な
学
習
ニ
ュ
ー
ス
の
提
供
事

業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

(ニ)

学
習
モ
デ
ル事

業

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め

に
青
少
年
や

一
般
成
人
、
高
齢
者
を

対
象
に
、
市
町
村
で
モ
デ
ル
的
な
学

習
活
動
を
行
う
事
業
で
す
。

乳
幼
児
期
の
家
庭
教
育
の
振
興
を

図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
(
大
沢
野
町
・

下
村
)
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
開
設
(
滑

川
市
)、
少
年
と
高
齢
者
を
対
象
に
ハ

マ
ナ
ス
の
育
成
講
座
(
氷
見
市
)
、
親

雪
、
利
雪
、
克
雪
を
テ
l
マ
に
し
た

「
雪
セ
ミ
ナ
ー
」
(
福
光
町
)
な
ど
多

彩
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

4 

企ふるさとづくりリーダー養成事業

ふるさと山道の立看板をつくります

公
民
館
や
社
会
教
育
施
設
等
及
び
他
の
公
共

機
関
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
生
涯
学
習
に
関

す
る
行
事
を
掲
載
す
る
。

学
習
ニ
ュ
ー
ス
提
供
事
業
‘

5 



シ
リ
ー
ズ

成
人
病
の
予
防

(
8
)

市

川

口

肝
臓
は
「
肝
腎
か
な
め
」
と
い
う

言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
腎
臓
と
な
ら

ん
で
大
変
重
要
な
臓
器
で
す
。
ま
た
、

か
ら
だ
の
中
で
は
最
も
大
き
な
臓
器

で
一、
0
0
0
1
一、五
0
0グ
ラ
ム
も
あ

り
ま
す
。

か
ら
だ
の
中
の

化
学
工
場

肝
臓
は
「
体
内
の
化
学
工
場
」
と

い
う
異
名
を
持
っ
て
い
ま
す
。
新
陳

代
謝
(
吸
収
し
た
ブ
ド
ウ
糖
を
合
成

貯
蔵
し
、
必
要
に
応
じ
て
再
度
分
解

す
る
等
)
の
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

胆
汁
(
脂
肪
の
消
化
液
)
の
生
成
、

解
毒
(
有
毒
物
や
異
物
を
無
毒
化
す

る
)
作
用
等
、
か
ら
だ
に
と
っ
て
は

大
変
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

特
有
の

自
覚
症
状
が
な
い

肝
臓
が
他
の
臓
器
と
大
き
く
異
な

る
点
は

『た
と
え
七

O
パ
ー
セ
ン
ト

を
切
り
取
っ
て
も
、
残
り
の
三

O
パ

調
査
の
目
的
、
項
目
、
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す

調査の目的

この調査は、県政の各分野についての富山県

民の関心、要望などをとらえ、今後の施策立案

の参考資料とすることを目的とする。

司
1

セ
ン
ト
で
十
分
そ
の
働
き
を
や
っ

て
の
け
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す

が
、
逆
に
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
障
害

を
受
け
て
も
、
何
ら
自
覚
症
状
が
出

な
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

肝
臓
病
の
は
じ
め
に
は
ほ
と
ん
ど
自

つ覚
て症
も状
全は
身あ
のり
倦lま
;吉、fせ
感ん

だた
ると
いえ

てあ

食
欲
不
振
等
と
い
う
も
の
で

病
特
有
の
症
状
と
は
い
い
が
た
い
も

の
が
多
い
の
で
す
。

肝
臓
病
はな

ぜ
起
る

肝
臓
病
に
は
大
き
く
分
け
て
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
で
起
る
炎
症

(肝
炎
)

と
悪
性
腫
傷

(肝
が
ん
)
の
二
つ
が

あ
り
ま
す
。
よ
く
問
題
に
な
る
肝
硬

変
は
肝
炎
が
長
く
続
い
た
結
果
起
る

病
気
で
す
。
炎
症
を
起
こ
す
毎
に
増

え
る
線
維
の
た
め
肝
臓
が
硬
く
な

っ

た
状
態
を
い
い
ま
す
。
日
本
人
の
肝

硬
変
の
八

0
1
八
五
パ
ー
セ

ン
ト
が

住宅

少年非行

施策の認識

広報・公聴

県政への要望

(7) 

(8) 

(9) 

(10) 

(11) 

調査の項目

スポーツ

高齢化対策

ボランティア

男女平等感

花と緑

観光富山

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

2 

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
よ
る
も
の
で

一二
、
蛋
白
質
を
不
足
さ
せ
な
い
。
偏

一
0
1
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
し
な
い
。
ビ
タ
ミ
ン
の
豊
富
な

野
菜
を
十
分
に
と
る
等
。

ま
た
、
最
近
日
本
で
も
多
く
な
っ

アルコール性肝硬変

・肝硬変

・線維化

肝

臓

病

の

予

防

て
い
る
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
と
り
す
ぎ
」

に
は
是
非
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

肝
臓
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
次
の

」
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
生
活
を
規
則
正
し
く
す
る
。

肝機能検査の標準値

・GOT(グルタミン酸オキザ口酢酸トランスアミナーゼ)8---30KU 

• y-GTP (ガンマグルタミールトランスぺプチダーゼ)0---581U / Q 

アルコール性脂肪肝

・肝臓に脂肪がつく

ジープ症候群
・黄痘

・血液脂肪

・赤血球破壊

.GPT (グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ)5---25KU 

な
し、

二
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
を
連
続
さ
せ

(非
常
に
忙
し
い
日
が
続
い

た
時
に
は
後
で
休
養
を
と
る
)
0

.ALP (アルカリホスファターゼ)2.7---10KAU 

肝
臓

肝障害の症状

沈黙の臓器

σ 食欲不振

にすやせる

σ 日匝吐

σ 全身倦怠

富山県全域

満20歳以上79歳迄の男女

1，200 

層化副次無作為抽出法

昭和60年 8 月 3 日 ~8 月 16 日

調査員による個別面接調査

調査の設計

域

象

数

法

問

法

調査地

調査対

標本

抽出方

調査期

調査方

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

3 

6 

急性アルコール性肝炎

・食欲不振

・腹痛

・吐気・幅吐

アルコールによる肝障害

フ

回収の結果

標本数

回収数

回収不能数

(1) 

(2) 

(3) 

4 



こ
の

一
年
間
に
、
県
民
の
ほ
ぼ
六
割
(
五

八

・
O
%
)
が
ス
ポ
ー
ツ
を
「
ゃ
っ
た
」
と

と
答
え
て
お
り
、
こ
れ
を
五
十
七
年
度
調
査

と
比
較
す
る
と
五

・
三
ポ
イ
ン
ト
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。
男
女
別
で
は
、
男
性
の
七
二
・

一

%
、
女
性
の
四
二

・
九
%
が
「
ゃ
っ
た
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
別
で
は
年
代

が
高
く
な
る
ほ
ど
「
ゃ
っ
た
」
割
合
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
間
に

「ゃ
っ
た
こ
と
の
あ
る
」

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」
を
あ
げ

る
人
が
四

0
・
六
%
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ビ
体
操
」
が
=
二

・
O
%、

「水
泳
」

一一
六
・
四
%
、
「
ス
キ
ー
ヒ

一六
・O

%
、
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
二
五
・三

%
な
ど
が
ほ
ぼ
同
率
で
上
位

に
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
「
や
ら
な
か

っ
た
」
と
す
る
理
由
と
し
て

は
、
「
仕
事
が
忙
し
く
て
時
間

が
な
い
」
が
五
二

・
一
%
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
体
力

に
自
信
が
な
く
な
っ
た
」

三
六
・
五
%
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

将
来
ス
ポ
ー
ツ
を

や
っ
て
み
た
い
か
ど
う
か
、

や
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
ス
ポ
l

男
性
と
女
性
は
法
の
下
で

平
等
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
が
日
常
の
家
庭
や
社
会
生

活
に
お
い
て
男
性
と
平
等
に

扱
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
「
平
等
に
扱
わ
れ
て

い
る
L

と
答
え
た
人
は

一
O

七
%
、
「
扱
い
は
平
等
で
な

い
が
、
能
力
差
な
ど
を
考
え

れ
ば
実
質
的
に
平
等
に
扱
わ

れ
て
い
る
」
と
答
え
た
人
は

四
二

・
八
%
で
、
こ
れ
ら
の

人
を
合
わ
せ
る
と
半
数
以
上

の
人
が
、
女
性
は
平
等
に
扱

ツ
を
ど
の
程
度
の
頻
合
で
や
っ
て
み
た
い
か

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
毎
日
又
は
週

一
回
程
度

の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
「
や
り
た
い
と
思
う
L

人

が
六
三

・
O
%
。
ス
ポ
ー
ツ
の
内
容
で
は
、

「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
が
男
性

一
八
・
四
%
、
女

性

一
二

・
四
%
と
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
週
末
等
を
利
用
し
た
月
に

一
回
程
度

の
ス
ポ
ー
ツ
を
「
や
り
た
い
と
思
う
L

人
は
、

五

一
・
三
%
と
な
っ
て
お
り
、
男
性
で
は
、

「
ゴ
ル
フ
」
が

一
九
・
五
%
、
女
性
で
は
、

「
テ
ニ
ス
」
が

一
0
・
七
%
と
ト
ッ
プ
を
占

め
ま
し
た
。

将来やりたいスポーツ上位 5位
(毎日又は少なくとも週 1回)

位 2 {立 3 位 4 位 5 {立

ジョギンク ゴルフ
テ ニ ス

フテンレオビ体機 野 I事
性男性 ソフトボール

18，4 15，2 14，1 12.7 9，0 

ジョギンク フYZ体練 テニス バドミン トン 縄 と び
別女性 テレ

12，4 12，2 12，0 10，5 9，4 

20- テニス ジョギンク 水 泳 スキー / ~ドミントン

29歳
28，2 20，6 13.7 12，2 11 5 

年 30- ジョギンク テ ニ ス バドミン トン 水 泳 スキー

39歳
21 1 19，7 131 11 7 10，8 

齢 40- ジョギンク ソフトボル
ラテゴジレ13ルオビ4 体練フ

テニス 卓 I事

49歳
17，2 16，8 13，0 11，3 

別一~.- Z7体機 ゲートボール ジョギンク ゴルフ 卓 I事

59歳
19，7 12，8 11，2 8，5 7，4 

フテンレオビ体練
ゴルフ 水サボウリン泳ククω .. ゲートボール ジョギンク
テニス イクリン

以上
16，9 13，0 7，3 2，8 2，3 

(%) 女性は平等に扱われているか

わ
れ
て
い
る
と
み
て
い
ま
す
。
他
方
、
「
平
等

六
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
扱
わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
は

男
女
別
で
は
、
「
平
等
に
協
い
わ
れ
て
い
な
い
」

の
に
対
し
、

と
す
る
女
性
の
答
え
が
三
九

・
七
%
と
高
い

男
性
は
二
七

・
九
%
と
平
等
感

に
性
差
が
見
ら
れ
ま
す
。

「
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た

方
に
、
ど
ん
な
場
所
で
感
じ
る
か
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
「
家
庭
の
中
で
L

が
四
二

・
一
%、

「
職
場
の
中
で
L

が
五

0
・
九
%
、
「
地
域
社

会
の
中
で
」
が
三
五

・
二
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
昭
和
五
十
七
年
度
の
県
政
世
論

調
査
と
比
較
す
る
と
、
「
家
庭
の
中
で
」
と
答 僧

ω

回
目
白

27.9 

33.6 体卜0.7 江戸右手
男 性 I__ _ rt川以勾九/九:，::::"，::，:，:'，/，:}，';.:l
(N =488) I 15.0 I，，)<i'シソ....'5Qゾ 九州¥/J

女 性 11，:'，<:;':: 鈍イア /{d
(N =459) I r;，' 川 五 九 日 ヘ J 

39.7 

全

る
人
が
減
少
し
、
替
わ
っ
て
「
職
場
の
中
で
」

と
答
え
る
人
が
い
く
ぶ
ん
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
「
家
庭
」
、
「
職
場
」
、
「
地
域
社
会
」

の
各
場
面
ご
と
の
平
等
に
扱
わ
れ
て
い
な
い
理

由
と
し
て
は
、
「
家
庭
」
で
は
、
「
古
く
か
ら
の
し

た
り
や
慣
習
が
あ
る
」
が
四
九
・一二
%
、
「
職
場
」

で
は
、
「
女
性
を
男
性
の
補
助
的
な
労
働
者
と
し

て
し
か
み
て
い
な
い
」
三
二
・
一
%
、
「
地
域
社

る会

がで
= は

九 d
三 く
%か
とら
その
れし
ぞき
れた
トり
ッや
プ慣
を習
占が
めあ

ま
し
た
が
、
男
女
間
の
意
識
差
、
見
方
の
差
は
全

般
に
わ
た
っ
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

富
山
県
の
高
齢
化
の
テ
ン
ポ
は
早
く
、
老

年
人
口
比
率
は
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り

(
全
国
平
均
九

・
一
%
に
対
し
富
山
県
、

一一

・
二
%

一
昭
和
五
十
五
年
国
勢
調
査
に

よ
る
)
、
昭
和
六
十
五
年
に
は
、

一
四
・
五
%

(全
国
平
均

一一

・
六
%
)
、
八
十
五
年
に
は

二
二

・
四

%

(全
国
平
均

一
八
・
八
%
)
に

も
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ
り
、

今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
に
な
っ
て
く

る
か
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
年

金
の
給
付
や
負
担
」
と
答
え
る
人
が
五
五

・四

(%) 

55.4 

50 

47.8 

30 

30.1 

40 

30.4 

20 10 

高齢社会の問題点

年金の給付や負担

老 人 の健康・医療

就業機会や定年後などの
雇用

老 人 の 生 き が い

若い 人 たちの負担

家庭での人間関係

老人のための
福祉サービス

世代間の考え方の相違

地域社会での助けあい ・
結びつき

老人あるいl<l:老人のいる
世帯のための住宅

生産性や活力の低下

円

%
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
老
人
の
健
康
・医

療
」
と
答
え
る
人
が
四
七
・
八
%
、
「
就
職
機
会

や
定
年
後
な
ど
の
雇
用
」
三
0
・
四
%
、
「
老
人

の
生
き
が
い
」
三
0
・
一
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

何
歳
ぐ
ら
い
ま
で
働
い
て
い
た
い

と
思
い
ま
す
か
の
問
い
に
対
し
て
は
、
「
働
け

る
聞
は
働
き
た
い
」
と
答
え
た
人
が
三
八
・四

%
、
次
い
で
「
六
十
五
歳
く
ら
い
」
が
一
二

・四

%
、
「
六
十
歳
く
ら
い
」
が

一
四

・
九
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

「福
祉
と

負
担
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
続
け
る
た
め
に
、
働

く
世
代
ば
か
り
で
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

イ也

問題になる ことはない

のそ

話ぞ 57 58 59 ω 

1位
物価消費生活 物価 消費生活 物価・ 消 費生活 物価・ 消 費生活

(47 1) (49.8) (38 1) (35 4) 

2位
社会福祉 社会福祉 下水道登備 社会福祉

(29.9) (34 6) (289) (27 1) 

3位
学校教育 下水道整備 社会福祉 学絞教育

(26 7) (322) (287) (26 7) 

4位
医療 保健衛生 学校毅育 学校教育 下水道受倫

(24.5) (29.9) (28.4) (259) 

5位
下水道監理 医療 ・保健衛生 医療 保健 衛 生 北陸新幹線

(22.9) (247) (24 6) (25.3) 

6位
北陸新幹線 雇用安定・労働対策 道路整備 医療 保健衛生

(20.3) (23 5) (23.7) (21.9) 

7i立
青少年 健 全 育 成 道路整備 北陸新幹線 雇用 労動 対 策

(20.2) (19 4) (23.3) (20.9) 

81，立
雇用安定・労働対錬 青少年 健 全 育 成 青少年 健 全 育 成 道路盤備

(20 Q) (19.2) (21.9) (20 0) 

9位
道路盤備 交 通安全 雇用安定・労働対策 青 少 年健全育成

(17 4) (190) (179) (16 7) 

10位
交 通安 全 北陸新幹線 大空宇 短大J&備 大学短大整備

(153) (182) (16.7) (162) 

(%) 

県政への要望上位10項目

(昭和57年度~昭和60年度)

県
政
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
き
ん
が
力
を

い
わ

入
れ
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
る
も
の
、

ゆ
る
行
政
に
対
す
る
県
民
ニ
ー
ズ
を
お
聞
き

ー
レ
キ
A
F
1
し
れ
~
。

「
物
価

・
消
費
生
活
」
が
三
五

・
四
%
と

例
年
ど
お
り
ト
ッ
プ
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨

年
度
よ
り
二

・
七
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、
少
な

く
と
も
こ
れ
ま
で
の
十
年
余
を
ふ
り
返
っ
て

み
て
も
最
も
低
い
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
物
価
が
落
ち
着
い
た
動
き
を
示
し
て

い
る
こ
と
が
、
最
大
の
要
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

る
高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担

B 

を
し
て
も
ら
う
べ
き
だ
」
と

す
る
人
が
同
六
・

三
%
と

各
年
齢
層
を
通
じ
て
県
民
の

半
数
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

以
下
、
「
働
く
世
代
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
も
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
進
め
る
べ
き
だ
」
と

「
働
く
世
代
の
負
担
が
重
く
な

る
の
で
、
多
少
福
祉
サ
l
ピ

、
et
ν
 

な

ス
が
低
下
し
て
も
止
む
を
得

り

な
い
」
と
す
る
考
え
を
示
す

力、

人
は
同
率
の

一
八
・
四
%
と

わ

な
っ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
「
社
会
福
祉
」
が

二
七

・
一
%
、
「
学
校
教
育
」

が
二
六

・
七
%
と
な
っ
て
お

り
、
順
位
的
に
は
、
昨
年
度

よ
り

一
ラ
ン
ク
ず
つ
ア
ッ
プ

し
て
い
る
も
の
の
、
率
的
に

は
、
双
方
と
も
ダ
ウ
ン
し
て

い
ま
す
。

」
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ

て
、
昨
年
度
七
位
だ
っ
た
「
北

陸
新
幹
線
」
が
二

・
O
ポ
イ

ン
卜
増
加
し
、
第
五
位
に
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
特

に
注
目
さ
れ
ま
す
。

g 

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
、

現
在
県
が
進
め

て
い
る
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
県
民
が
ど
の

程
度
周
知
し
て
い
る
か
を
聞
い
た
〈
施
策
の

認
識
〉
の
項
で
も
、
「
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
」

が
八
三

・
七
%
と
か
つ
て
な
い
高
い
周
知
率

を
示
し
第

一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
か
ら
、
こ
の
〈
県
政
へ

の
要
望
〉
に
対
す
る
選
択
肢
に
、
「
国
際
交
流
」

し
た
が
、

と
「
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
加
え
ら
れ
ま

そ
れ
ぞ
れ
五

・
一
%
と
四
・

一
%

の
数
値
が
示
さ
れ
ま
し
た
。





4
『最
新
鋭
の
圧
雪
車
に
乗
り
ま
し
た

a・;脅

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
は
、

立
山
山
麓
の
大
山
町
本
宮
に
あ
り
ま
す

が
、
富
山
県
企
業
局
が
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
、
県
営
の
ス
キ
ー
場
で
す
。

で
賑
っ
て
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
幸
い
雪
に
恵
ま
れ
富
山
県
内
外
か
ら
の
ス
キ
ー
フ

ァ
ン

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
を
大
沢
野
町
に
お
住

い
の
長
井
功
子
さ
ん
と
、

立
山
町
に
お
住
い
の
山
本
髪
美
さ
ん
の
お
二
人

に
ル
ポ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
の
新
鋭
機
で

腕
前
も
ア
ッ
プ

今
年
は
、

ハ
レ

l
琴
星
の
い
た
ず

ら
か
、
雪
に
恵
ま
れ
、

ス
キ

l
場
開

き
も
予
定
ど
お
り
で
上
々
の
ス
タ
ー

ト
。
私
も
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
ひ
と
り、

ソ
ワ
ソ
ワ

・
ド
キ
ド
キ
、
落
ち
着
か

な
い
毎
日
。

今
日
は

シ
ー
ズ
ン
初
め
て
県
営

ゴ
ン
ド
ラ

へ
や
っ
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
で
は
な
く
、

レ
ポ

ー
タ
!
と
し
て

ス
キ

l
場
の
視
察

で
す
。

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
は
今
年、

リ
フ
ト

U
J
 

町
一
且
つ
迅
速
に
改
札
し
て
し
ま
、
つ
ん
で

l
m
u
 

，
析
す
。

同一
フド

そ
し
て
、
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
強
力
助

ιっ
人
、
最
新
鋭
圧
雪
車
は
、
新
雪
時

ぬ

の

圧

雪

や

コ
ブ
削
り
は
勿
論
、
ゲ
レ

司

ン
デ
の
固
ま
っ
た
雪
を
ミ
キ
シ
ン
グ

企

し
て
適
度
の
圧
雪
を
行
い
、
良
好
な

ゲ
レ
ン
デ
状
態
に
整
備
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
常
に
新
雪
時
と
同
様

の
ゲ
レ
ン
デ
状
態
で
爽
快
に
滑
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ス
キ
l
の
技
術
の
大

幅
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
も
ま
ち
が
い
な

し
、
新
鋭
圧
雪
車
は
ス
キ
ー
ヤ
ー
の

強
力
な
味
方
に
な
る
で
し
ょ
う
、
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
で
私
も
腕

が
あ
が
る
か
な
け
。

カ
ラ
フ
ル
で
ス
マ

ー
ト
な
ゴ
ン
ド

品

ラ
が
、
樹
氷
の
中
を

一
気
に
運
ん
で

叫

く
れ
ま
す
。
山
頂
ま
で
の
景
色
が
ま

剖
た
格
別
。
今
ン

l
ズ
ン
ま
だ
の
方
、

払

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
で
、
お
も

財
い
っ
き
り
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
み
て
は

甘

い
か
が
:
:
・
。

駅一フけ卜ン

レ
ポ

タ

長
井
功
子

山
本
髪
子

12 

券
自
動
改
札
が
装
置
さ
れ
た
り
、
ア

メ
リ
カ
製
の
最
新
鋭
圧
雪
車
を
導
入

し
て
、

ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
と
ゲ
レ
ン

デ

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
り
、

楽
し
く
安
全
に
滑

っ
て
も
ら
お
う
と

努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

リ
フ
ト
券
自
動
改
札
は
、
県
内
初

め
て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
で

す
と
、
季
節
従
業
員
や
年
令
の
高
い

改
札
係
員
に
と

っ
て
た

い
へ
ん
な
重

労
働
だ

っ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
自

動
に
な
る
と
、
多
種
類
の
券
を
正
確

県
広
報
課
で
は
、
こ
の
「
私

の
県
政
ル
ポ
」
の
コ
ー
ナ
ー
に

参
加
・
協
力
し
て
下
さ
る
レ
ポ

ー
タ

l
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

泌
募
の
資
格
は
性
別

・
年
齢

職
業
を
問
い
ま
せ
ん
。
個
人

グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

川
町
政
に
対
す
る
卒
直
な
意
見

感
想
を
語

っ
て
い
た
だ
け
る
方

の
応
募
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

V
応
募
要
領

応
募
は
葉
書
ま
た
は
電
話
で

13  

表-裂V
電
話
で
の
応
募
お
よ
び
問
い

合
わ
せ

川
町
広
報
課
宮

(O
七
六
凶

山

内
三
二
八



カ

ワ

ハ

ギ

全
国
各
地
で
は
、
ゲ
バ
・
ハ
ゲ
・
オ
イ

ハ
ギ

・
マ
ル
ハ
ゲ
・
ウ
シ
ハ
ゲ
・キ
ハ
ゲ
・

ツ
ノ
コ

・
キ
ン
チ
ャ
ク

・
コ
グ
リ

・
ウ
シ

ズ
ラ

・
カ
ク
コ
グ
リ
・
ハ
ゲ
コ
ウ
ベ
・
マ

ル
ハ
ゲ

・
コ
ウ
ム
キ
・カ
ワ
ム
キ

コ
ン
ノ
ウ
・
ツ
ノ
コ
な
ど
と
呼
ば

れ
、
富
山
で
は
、
バ
ク
チ
コ
キ
・

--P

コ
ウ
モ
リ
ダ
イ
、
外
国
で
は
、
レ

園
田

ザ

l
フ
ィ

ッ
シ
ュ

・
フ
ァ
イ
ル
フ

咽

a.

イ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
が

園

田

カ
ワ
ハ
ギ
。

叫

川

カ
ワ
ハ
ギ
科
の
魚
は
、
日
本
に

圃

司

十
二
種
類
、
富
山
湾
で
獲
れ
る
の

晶
画
「

は
七
種
類
、
な
か
で
も
ウ
マ
ズ
ラ

ペ

'

ハ
ギ
と
カ
ワ
ハ
ギ
が
多
い
。
皮
は

.

‘

堅
い
が
眠
そ
う
な
小
さ
な
日
と
お

ち
ょ
ぼ
口
は
愛
敬
が
あ
る
。

富
山
湾
で
は
、
夏
に
も
獲
れ
る
が
、

最

盛
期
は
冬
場
の

一
t
j
三
月
、
大
挙
し
て
網

に
入
る
。

カ
ワ
ハ
ギ
は
、
見
か
け
は
悪
い
が
味
の

方
は
、

一
級
品
。
カ
ワ
ハ
ギ
の
刺
身
を
フ

グ
だ
と
称
し
て
出
し
て
も
わ
か
ら
な
い
人

も
多
い
。
こ
の
他
、
煮
付
け
、
チ
リ
鍋
、

干
物
な
ど
も
お

い
し
い
。
と
り
わ
け
、
肝

臓
を
入
れ
た
味
噌
汁
は
最
高
だ
と
い
う
。

ま
た
、
カ
ワ
ハ
ギ
の
に
こ
ご
り
は
、

富

山
の
冬
の
味
覚
の
代
表
で
も
あ
る
。

4
2
0ず
0
0
〈
ら
し
の
網
B

E
u
ず
日

伝
統
を
守
り
続
け
て

ー
域
端
中
ス
キ
l
部

|

た
だ
今
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
花

盛
り
。
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば、

や
っ
ぱ
り
ス
キ

l
。

城
端
町
の
ス
キ

l
の
歴
史
を
語
る
と
き

大
正
七
年
の
立
野
が
原
ス
キ

l
ク

ラ
ブ
の
誕
生
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
戦
前
に
は

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
候
補
選
手
を
出
し

た
の
を
は
じ
め
、

今
日
で
も
県
内

外
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
修
め

て
お
り
、
ま
さ
に
富
山
県
の
ス
キ

ー
発
展
の
牽
引
車
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

まちか6C6か§

こ
の
輝
や
か
し
い
伝
統
を
し
っ

か
り
と
守
り
続
け
て
い
る
の
が
、

城
端
中
学
校
ス
キ

l
部
で
す
。

ス
キ

l
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
て
、
夏
場
は

陸
上
競
技
を
通
し
て
み

っ
ち
り
と
基
礎
体

力
づ
く
り
。
今
年
は
三
年
生
が
主
力
で
、

し
か
も
昨
年
秋
の
県
中
学
駅
伝
で
優
勝
を

飾
っ
て
お
り
、
大
い

に
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

自
動
車
購
入
時
の

所
有
権
に
つ
い
て

自
動
車
を
購
入
し
た
時
点
で
購
入
者
が

代
金
を
現
金
一

括
払
い

で
支
払

い
契
約
を

し
た
場
合
、
次
の
よ
う
に
二
通
り
の
名
義

書
き
換
、
え
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
当
初
か
ら
購
入
者
名
で
登
録
さ
れ、

車

検
証
の
所
有
名
義
は
購
入
者
名
で
記
載
さ

れ
る
。

②
現
金

一
括
払
い
の
約
束
を
し
て
も
メ
ー

カ
ー
系
自
動
車
販
売
会
社
は
代
金
を
受
け

と
る
ま
で
会
社
が
所
有
権
を
留
保
し
、
代

金
を
受
け
と

っ
た
あ
と
購
入
者
名
義
に
変

更
す
る
。

ま
た
、
購
入
者
が
代
金
を
分
割
し
て
支

払
う
約
束
を
し
た
場
合
は
、
代
金
が
完
全

に
支
払
わ
れ
る
ま
で
所
有
権
は
自
動
車
販

売
会
社
の
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
代
金
を
全
額
支
払

っ
た
ら
、
直
ち
に

所
有
者
名
義
を
購
入
者
に
変
更
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
有
権
を
書
き
換
え

る
前
に
名
義
上
の
所
有
者
で
あ
る
自
動
車

販
売
会
社
が
倒
産
し
た
場
合
、
所
有
権
の

移
転
手
続
き
は
旧
所
有
者
と
新
所
有
者
双

方
の
書
類
の
提
出
と
捺
印
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
移
転
の
手
続
き
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
裁
判
所
に
所
有
権
登
録

請
求
訴
訟
を
お
こ
し、

も
し
相
手
が
所
在

不
明
の
と
き
は
公
示
送
達
と

い
う
制
度
に

よ
り
訴
訟
を
す
す
め
、
判
決
を
も
ら
っ
て

所
有
権
登
録
を
し
ま
す
。

-
所
有
権
が
な
い
と

所
有
権
が
な
い
場
合
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

①
自
動
車
を
他
に
売
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
下
取
り
し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
能

に
な
る
。

②
自
動
車
を
自
分
勝
手
に
廃
車
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

③
下
取
り
や
廃
車
が
で
き
な
い
自
動
車
で

も
自
動
車
税
が
か
か
る
。

-

相

談

事

例

「自
動
車
の
販
売
会
社
が
倒
産
し
た
ら

メ
ー
カ
ー
系
自
動
車
販
売
会
社
が
車
を
引

14 

「今
年
は
、
城
端
中
で
上
位
を
独
占
し

よ
う
。」
と
約
五
十
人
の
部
員
は
、
連
日
激

し
く
雪
が
降
り
し
き
る
中
、

練
習
に
汗
を

流
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
城
端
中
ス
キ

l
部
の
活
躍
も

現
在
は
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
部
門
だ
け
で
、

ア

ル
ペ
ン
部
門
は
残
念
な
が
ら
今

一
つ
振
い

ま
せ
ん
。
部
員
た
ち
は
「
ア
ル
ペ
ン
部
門

で
も
上
位
進
出
を
・-----
Q
」
と
近
く
に
本
格

的
な
ス
キ
l
場
の
建
設
を
待
ち
望
ん
で
い

ま
す
。

-・4
2
0ず
0
0
〈
ち
し
の
閥
E
2
uず
日

き
あ
げ
て
い
く
と
い

っ
て
き
て
い
る
が
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
。

」
と
い
う
相
談
が
目
立

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
セ
ン
タ

ー
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
事
例
と
自
動
車
を

購
入
す
る
際
の
所
有
権
に
つ
い
て
説
明
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

-
自
動
車
販
売
会
社
で
自
動
車
を
現
金

一

括
払
い
で
購
入
し
た
。
そ
の
後
そ
の
会
社

が
倒
産
し
、
メ
ー
カ
ー
系
販
売
会
社
か
ら

ま
だ
残
債
が
あ
る
の
で
自
動
車
を
引
き
あ

げ
る
と
い

っ
て
き
た
が
ど
う
し
た
ら
よ
い

、.
0

4
N
 

-
中
古
自
動
車
を
分
割
払
い
契
約
で
購
入

し
た
が
、
分
割
払

い
で
は
高
く
な
る
の
で

自
動
車
販
売
会
社
と
話
し
合

っ
て
途
中
で

残
金
を

一
括
で
支
払

っ
た
。
が
そ
の
後
、

自
動
車
販
売
会
社
が
倒
産
し
た
。
と
こ
ろ

が
ク
レ
ジ

ッ
ト
会
社
に
残
金
が
支
払
わ
れ

て
い
な
か

っ
た
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社

か
ら
支
払
い
請
求
が
き
た
。

よ
い
か
。

ど
う
し
た
ら

こ
の
よ
う
な
内
容
の
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

先
の
申
し
出
者
の
相
談
に

つ
い
て
は
メ

ー
カ
ー
系
販
売
会
社
と
話
し
合

っ
て
解
決

し
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
に
よ
り
問
題
点

が
ま
ち
ま
ち
で
自
動
車
の
購
入
者
が
①
自

動
車
代
金
の
半
額
を
支
払

っ
た
、
②
自
動

車
代
金
の

一
部
を
負
担
し
た
、
③
所
有
権

書
き
換
え
手
数
料
を
負
担
し
た
、
な
ど
条

件
に
よ
っ
て
異
な

っ
た
解
決
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
後
者
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
自
動

車
販
売
会
社
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
会
社
の
代

理
人
で
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
主
張
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
手
数
料
と

一

O
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
の
損
料
を
自
動
車
の

購
入
者
が
負
担
す
る
こ
と
で
解
決
を
み
て

い
ま
す
。

自
動
車
販
売
会
社
か
ら
自
動
車
を
現
金

で
購
入
し
、
所
有
者
名
義
を
書
き
換
え
な

い
う
ち
に
自
動
車
販
売
会
杜
が
倒
産
し
た

場
合
は、

①
社
長
の
所
在
が
わ
か
れ
ば
名

義
変
更
手
続
き
を
し
て
も
ら
う
、
②
社
長

及
ぴ
代
表
者
の
所
在
が
不
明
の
場
合
は
会

社
を
相
手
ど

っ
て
所
有
権
移
転
登
録
手
続

請
求
訴
訟
を
起
す
。
面
倒
で
も
必
要
な
手

続
き
を
と
る
の
が
最
も
よ
い
解
決
策
で
す
。

15  

自
動
車
の
所
有
権
が
移
転
さ
れ
て
い
な

い
ば
か
り
に
大
変
大
き
な
慎
害
を
こ
う
む

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
雪
が
と
け
春
が
近

づ
い
て
き
ま
す
と
、
自
動
車
を
買
い
換
え

る
人
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
所
有
権

に
つ
い
て
は
特
に
注
意
し
て
確
認
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

(消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)
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企雪に強い住宅、表彰を受ける子供たち

12月18月日
腿雪に強い住宅づくり

アイデア募集表彰式

県が昨年10月に募集していた、冬

期間の生活をより快適におくるため

の「雪に強い住宅づくりのアイデア」

の入賞作品が決まり表彰式が行われ

ました。

小中学生を対象の第 l部門では、

高床式住宅にし、床下に暖房機を設

け、屋根と壁を二重とし、その聞に

温風を通す(金賞)や、排雪用の雪

取りロボットを作り、レールを敷い

た屋根の上を走らせる(銀賞)、建物

周囲にすべり台を設け雪おろしに利

用、おろした雪は地下に貯え春以降

に活用する(銀賞)などの夢のあるア

イデアが寄せられました。

また、第 2部門(主婦を対象)、第

3部門(一般対象)にも数多くのアイ

デアが寄せられ、合計26件がこの日

の受賞となりました。

麗農業教育問題研究会
報告書提出

富山県農業教育問題研究会から中

沖知事に「農業教育問題研究会報告

書」が提出されました。

報告は、 21世紀の農業を担う「ひ

と」づくりについて提言されており、

21世紀を展望した富山県農業・農村

の担い手像、学校教育(農業教育)

の役割と将来展望、農業者等研修教

育の構想の 3章から成っています。

12月24"'27日
顔中部日本高等学校演劇大会

第38回中部日本高等学校演劇大会

が、県民会館で開催されました。

この大会は、 「青少年文化運動の

視点を求めて」をメインテーマに聞

かれたもので、 ドラマの原点をみつ

める、大会参加の輪を広げ学習を積

み上げる、高校生のみずみずしい創

造力を結集することを目標としまし

た。

富山県からは、富山高校と呉羽高

校の 2校が上演したほか、県下各高

校演劇部員等が実行委員として多数

参加しました。

12月25日
麗北陸新幹線工事実施

計画認可申請

北陸新幹線(高崎 ・小松間)の工

事実施計画の認可申請が日本鉄道建

設公団から運輸大臣に対してなされ

ました。

北陸新幹線の高崎 ・小松間の路線

延長は 372キロメートル(富山県内

90キロメートル)、駅数は12(富山県

内3駅)、工事費は13，900億円(昭和

59年度価格、車両費を含まず)で計

画されています。

12月25"'27日
麗クリスマスにパソコン教室

小杉町にある県情報教育センター

で、小学生のためのパソコン教室が

聞かれました。

これは、小学生に人気のあるコン

ピュータ・ゲームを、遊ぶだけの受

け身の姿勢から、自らコンピュータ

ソフトをつくるという積極姿勢を身

につけてもらうことをねらいに行わ

れたものです。

学校が冬休みに入った25日からじ

っくりとノfーソナルコンピュータに

親しんだ子供たちは、最終日には、

qフ

12月16日--1月15日

自分がオリジ、ナルで、作った、キャラ

クターを思い思いに動かしていまし

た。

情報教育センターでは、今後も、

春休みや夏休みなどを利用してこの

ようなイベントを開催していきます。

4
『中
部
日
本
高
等
学
校
演
劇
大
会

T月5E3
~わたしたちの壁画， 86 

県立近代美術館の新春を飾る企画

展「わたしたちの壁画， 86J展がスタ

ートしました。

県下の小学校20校、中学校 9校、

県立盲学校の各学校生徒の共同制作

による作品30点を展示、 2月 2日ま

での期間中には、コンサートや手作

り教室も聞かれ、多くの子供たちで

賑いました。

?月6白
磁富山県雪情報通信

システムモデル事業スター 卜

この事業は、関係機関の協力を得

て、富山高岡広域都市圏を対象に選

ぴ、冬季問における車の流れや路面

状況等の道路交通情報と降雪予測等

の気象情報を収集し、これを防災行

政無線を使って、市町村役場や土木

事務所等の県の出先機関に伝達する

ものです。

このモデル事業は、冬季の県民生

活 ・産業活動の活性化に役立てるた

めに的確な情報を迅速に提供するこ

とを目指して、今冬より実証研究を

開始したものです。

今後さらに研究を進めて、県民の

皆様のところまで的確な情報を提供

A情報教育センター パソコン教室

できるようシステムの実用化に努め

ていきます。

T月15E3
~成人の日

県内各地で成人を祝う集いが、聞

かれました。

昭和40年4月2日から昭和41年4

月 1日に生まれた新成人は、男子…

6，299人、女子… 6，687人、合計…

12，986人(昭和60年12月16日現在)

です。

企わたしたちの壁画'86展
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宅

地

分

譲

-
太
閤
山
住
宅
団
地

県
で
は
、

小
杉
町
南
太
閤
山
地
内
で
宅

地
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
に
隣
接
し
、

公
園
ゃ
緑
地
ス
ペ

ー
ス
が
整
っ
た
、
快
適

な
生
活
環
境
で
す
。

宅
地
の
価
格
は
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

り
四
万
三
千
七
百
円
、

一
区
画
平
均
三
百

三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り
を
お

求
め
の
方
に
は
最
適
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ
太
閤
山
住
宅
団
地
建
設

事
務
所
(8
0
七
六六
|
五
六
|
O
一
一
一
一
一
)

ま
で

県立近代美術館

2月8日-3月9日

ディヴィド・ホックニーは、イギリスのポップアートの

若きスターとしてデビューし、今や世界で最も人気の高い

具象作家の 1人。

絵画、版画、舞台美術と広く活躍するホックニーが近年

特に力を入れている写真作品(約100点)を展覧します。

ぜひご観賞ください。

一 般|高校・大学生|小・中学生

700 (550) I 500 (350) I 300 (200) 
入館料を含み、常設展も観覧できます。( )内は20人以上団体料金。

ワーク

冨@t，交通安全
冬は道路が積雪や凍結のため、交通環境が悪くなります。 ドライパーの皆さんは、スノ

ータイヤ、タイヤチェーン等を着装し、安全運転を心掛け、次の点に十分注意して下さい。

-スピードはひかえめに、 10キ口程ダウンし

安全速度を守りましょう。

・急加速・急ブレーキ・急ハンドルは避けて

ください。

・車間距離は、普段の 2倍以上保ってくださ

。
。。。。

一円山
費
一一し一一一一…一一一一
集
一一一一一一一一

圃
雪
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア

冬
の
富
山
を
明
る
く
い
き
い
き
と
し
た

も
の
に
す
る
た
め
、

雪
の
障
害
を
克
服
し
、

雪
に
親
み
雪
を
利
用
す
る
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

V
応
募
期
間

V
応

募

先

三
月
二
十
日
ま
で

富
山
市
新
総
曲
輪

一
ー
七

県
庁
水
雪
対
策
室

応
募
用
紙
は
、
県
庁
水
雪
対
策
室
、
市

町
村
窓
口
に
あ
り
ま
す
。
多
数
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

園
県
立
技
術
短
期
大
学
生

県
立
技
術
短
期
大
学
で
は
、
昭
和
六
十

一

年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
学
科
は
、
機
械
科
・

農
業
機
械
科
・

応
用
数
学
科
・
衛
生
工
学
科
・
農
学
科
・

農
林
土
木
科
の
各
学
科
で
す
。

V
出
願
期
間

二
月
十
七
日
1
二
十
八
日

V
入
学
検
査
料

一
万
二
千
円

V
学
力
検
査
日

三
月
十
二

・
十
三
日

V
検

査

教

科

数

学

・

理

科

I
、
英
語

V
合
格
発
表

三
月
十
九
日

詳
し
く
は
、
県
立
技
術
短
期
大
学
事
務

局
教
務
課
(
宮
O
七
六
六
l

五
六
l

二
四
九
五
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。

し'0
・トラブルに備えてスコップ、けん引用ロー

プ等を忘れずに携行してください。

・路上駐車は、視界を妨げるだけでなく、交

通渋滞を招く原因や除雪作業の妨害にもなり

ます。車は、車庫や駐車場に駐車してくださ

し'0

※道路情報等についてのお問い合わせは、日本道路交通情報センター CHO?64-32-2223)

富山県道路課 CHO?64-31-4111)又は愚寄りの土木事務所の道路維持係へ

園
児
童
福
祉
週
間
の
標
語

五
月
五
日

(子
ど
も
の
日
)
か
ら
十

一

日
ま
で
は
児
童
福
祉
週
間
で
す
が
、
こ
の

週
間
に
ふ
さ
わ
し
い
標
語
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
標
語
は
創
作
、
未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

応
募
方
法
は
官
製
葉
書
一
枚
に
付
き
標

語

一
点
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
ぬ
う
え
、
県
庁
児
童
家

庭
課
「
児
童
福
祉
週
間
標
語
L

募
集
係
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
締
切
は
二
月
二
十

日
で
す
。

-
立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
ケ
ビ
ン

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
に
は
八
人
用
ケ

ビ
ン

三
棟
、
四
人
用
ケ
ビ
ン
十
五
棟
が
あ

り
ま
す

D

平
日
は
、
ま
だ
ま
だ
余
裕
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ケ
ビ
ン
利
用
の
予
約
は
、
利
用
日
の
月

を
含
む
四
ヶ
月
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、

五
月
の
場
合
は
二
月
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

利
用
予
約
等
の
詳
し
い
内
容
は
、
立
山

山
麓
家
族
旅
行
村
管
理
棟
事
務
所

(口
実
四

|
八
一
ー
ー
一
七
四
八
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

2月の街頭献血日程

日 曜 I易 所 時 閤

2/6 木 氷見市役所前 10:00"'15:30 
8 土 富山駅前 10:00"'16:00 

高岡駅前 10:00"'15:30 
9 日 富山西武前 10:00"'16:00 
12 水 砺波市役所前 10:00"'15:30 
15 土 魚津市サンプラザ前 10:00"'15:30 

富山駅前 10:00"'16:00 
16 日 富山市中央通り前 10:00"'16:00 
22 士 富山駅前 10:00"'16:00 

高岡駅前 10:00"'15:30 
23 日 高岡駅前 10:00"'15:30 

ラジオ広報

・FMとやま
“ふれあいホットライン"

AM9:30~9:35 

県内各地からホットな話題を
クリアなサウンドでおとどけ
します

毎週月~金曜日

テレビ広報
・北日本放送
毎週日曜日 AM8: 00~8: 30 
「こんにちは富山県です」

・富山テレビ放送
毎週日曜日 制9 ・ 00~9:30
rll0万人のひろば

ークイヌフォーカスイン 」

守巴

見てください

聞いてください

県広報

f新聞広報
|・北日本、富山、読売、北陸中日
| 毎月第 2土曜日

I県からのお知らせ」
| 毎月最終土曜日

みんなの県政」

i・朝日、毎日
毎月第 2、最終土曜日

P 県からのお知らせ」

[iJ[iJ[m]圏直圃圃圏直圃
Eヨ~璽酒宿Rfm
-困りごと相談所

警察本部防犯少年課
宮 (0764)33 -8080 

・覚せい剤・サラ金相談
警察本部生活保安課
宮 (0764)41 -8904 

・暴力団ゼ口110番
警察本部捜査第二課
企(0764)42 -0110 

このほか各警察署でも受け

付けています。

-消費生活センタ一高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内
包 (0766)25 -2777 

egr~記事司幅面直唖E・f.J
・消費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内
宮 (0764)32 -2949 
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高岡市赤祖父211C総合庁舎内)
宮 (0766)21 -9411 

-・・・・阜S;!II恒直面E恒E・R司・・・・

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
ft (0765) 24 -5311 

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
宮 (0764)31-4111(代)

31 -3131 (県民電話)

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
宮(0763)33 -5151 

~ 

主

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

談キ目民-県



観
を
損
っ
て
い
る
。
ほ
ん
の
ち
ょ
っ

間

一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
を
美
し
く
し

県政ルポ県営ゴンドラスキ 場一一一一一一12・13

くらしの情報コーナ一 一一一一一14

くらしの相談室 15 

トピックス 16・17

情報スクランブルー一一一 18・19

県民ひろば 20 

シリーズ特産王国とやま 表 3

こ
の
県
民
ひ
ろ
ば
で
は
、
県

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
提
言

な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
が
、

今
、
富
山
県
に
つ
い
て
患
っ
て

い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

と
し
と
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

富
山
県
庁
広
報
課

「
県
民
ひ
ろ
ば
」
の
係
ま
で
。

と
歩
い
て
捨
て
に
行
け
ば
事
は
す
む

の
で
す
が
、
周
囲
の
人
達
は
案
外
関

心
の
無
い
様
子
、
空
カ
ン
は
公
衆
便

所
や
溝
の
中
に
も
こ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
駅
前
の
自
転
車
駐
車
場
も
同
様

で
、
私
は
通
勤
時
い
つ
も
こ
の
自
転

ょ
う
、
自
分
の
生
活
環
境
を
き
れ
い

に
保
と
う
と
す
る
気
持
ち
の
方
が
よ
り
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e

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り

の
気
持
ち
と
そ
れ
に
伴
う
行
動
と
が

き
っ
と
富
山
を
、
も
っ
と
も
っ
と
美

し
い
も
の
に
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
私
は
何
事
も
、
県
民

の

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
事
に
気
付
け

ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

車
駐
車
場
の
空
カ
ン
を
幾
つ
か
捨
っ

て
く
ず
か
ご
に
捨
て
て
い
ま
す
。

清
掃
美
化
運
動
は
、
年
数
同
、
大

大
的
な
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
成
果

を
収
め
て
は
い
ま
す
。
し
か
し
、
人

山
市

男
'性

公
共
的
施
設
の

清
掃
・美
化
奉
仕

エッセー「サルとの出合い 人との出合¥， 'J 

赤座久明 表 2

クロ スtアップ雪に強い富山 1~3 

豊かなふるさ とを築く学習活動推進事業一一-4・5

シリースJ 成人病の予防 6 

県政世論調査の概要 7~9 

TOYAMA JUST NOW 

ステンドクラス橋 神楽橋 10・11

20  

勤
務
時
間
帯
の
都
合
上
、
県
庁
前

公
園
や
城
祉
公
園
の
ベ
ン
チ
に
朝
た

た
ず
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
の
夏
は
、
日
照
り
で
暑
く
大

変
だ
っ
た
の
で
す
が
、
木
々
の
聞
か

ら
空
を
見
上
げ
、
梢
の
聞
か
ら
そ
よ

ぐ
風
に
頬
を
な
で
ら
れ
て
い
る
と
、

心
地
よ
く
、

青
葉
は

一
時
疲
れ
を
な

ぐ
さ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

Gめ

2月号

• 
も

し
か
し
、
周
囲
は
、
空
カ
ン
、
煙

草
の
吸
い
殻
が
散
乱
し
、
著
し
く
美

じ

く

氷
見
市
の
西
端
、
石
川
県
と
の
境

界
付
近
の
三
尾
地
区
は
、
竹
細
工
の

生
産
地
、
明
治
四
十
二
年
頃
に
は
年

生
産
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
十
三
年

に
は
、
竹
細
工
組
合
を
組
織
し
、
そ

の
後
、
製
品
の
改
良
が
加
え
ら
れ
、

県
内
は
も
ち
ろ
ん
石
川
、
新
潟
、
長

とそま
間
五
1
六
万
枚
も
の

「
そ
う
け
」
を

協調

シリーズ⑩

野
の
諸
県
か
ら
遠
く
は
北
海
道
に
ま

'
で
販
路
が
及
ぴ
ま
し
た
。
戦
後
「
ま

約
三
百
年
ほ
ど
前
に
加
賀
藩
主
の

す
す
め
に
よ
り
作
り
始
め
ら
れ
た
と

さ
れ
る
三
尾
そ
う
け
は
、
農
家
の
副

業
と
し
て
そ
の
技
が
受
け
継
が
れ
て

き
ま
し
た
。
現
在
、
お
年
寄
り
が
中

心
と
な
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
が

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
習
熟
し
た
手
さ
ば
き

で
、
見
る
見
る
う
ち
に
「
そ
う
け
」

や
竹
龍
を
編
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
味
わ
い
豊
か
な
竹
細

工
製
品
が
、
生
み
出
さ
れ
続
け
て
い

る
ぞ
う
け
」
が
実
用
品
と
し
て
喜
ば

れ
、
昭
和
三
十
年
頃
か
ら
は
、
氷
見

輸
出
製
簾
企
業
組
合
が
設
け
ら
れ
、

竹
簾
の
生
産
も
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、

「
そ
う
け
」
以
外
の
製

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
竹
鏡
、
御

神
酒
口
な
ど
の
民
芸
品
や
日
常
イ
ン

テ
リ
ア
製
品
な
ど
も
作
っ
て
い
ま
す
。

機
械
を
導
入
し
て
製
造
開
始
さ
れ
た

御
殿
簾
も
好
評
で
す
。

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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